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【調査研究の概要】

福島原発事故に起因する健康被害の未然防止に関しては、未だその体制が構築されていません。福島県の「県

民健康管理調査」は、小児の甲状腺調査のみ照準をあてたものとなっています。調査内容や手法についても多く

の批判があります。福島県外のホットスポットに関しても、被曝に対応した健診のニーズが高いのにも関わらず、

現在、体系だった健診は行われていません。また、福島原発事故後に採用された「年間 20mSv」という避難基

準についての検証は行われていません。

本委員会は、被ばくに対応した住民の健康管理のあり方に関して、独立した検討を行い、国や自治体に提言を

行うとともに、広く社会に情報発信を行うことを目的として設立しました。委員は放射線影響の専門家や医療関

係者、弁護士、福島の被災者、市民団体の代表などで構成されています。

【調査研究の経過】

2013 年 4 月 14 日 第３回委員会

2013 年 5 月 5 日 公開フォーラム 子どもたちの未来のために～健康被害の未然防止と支援法の早期実施を求め、1mSv を守ろう

2013 年 5 月 26 日 セミナー「被ばく安全神話を問う～科学の視点、市民の視点」

2013 年 6 月 19 日 環境省・原子力規制庁との会合

2013 年 5 月 26 日 第４回委員会

2013 年 7 月 3 日 復興庁との会合

2013 年 7 月 7 日 那須塩原市にて、「被ばくと健康リスク」でセミナー

2013 年 7 月 27 日 福島県とのダイアローグ会合

2013 年 9 月 1 日 第５回委員会

2013 年 11 月 3 日 第６回委員会

2013 年 11 月 6 日 緊急セミナー「国連科学委員会（UNSCEAR）福島レポートをどう読むか～ＩＰＰＮＷの共同代表・ティルマ

ン・ラフ博士を迎えて」

2014 年 1 月 12 日 第７回委員会、セミナー「放射線被ばくと健康管理－今問われていること」（原子力市民委員会第一部会と共

同開催）

2014 年 2 月 19 日 【緊急声明】 安全神話の押し付けに懸念：政府発表の「帰還に向けた放射線リスクコミュニケーション」と

「放射線リスクに対する基礎的情報」に問題提起

【今後の展望など】

引き続き、「放射線被ばくと健康管理のあり方に関する市民・専門家委員会」を運営し、環境省・厚労

省・復興庁・福島県などに対する働きかけを続けます。

また、各地で実施されている市民や生協による自主的な健診の結果を共有するような場を設定します。

さらに、健診や医療費の減免に関する法制度について、検討を行っていきます。
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